
☎

　子どもは、常に成長・発達し続けています。成長・発達は、
脳や神経の発達に伴い、からだの発達とこころの発達が関係
しあって起こり、同時に生活や教育環境などさまざまな影響
を受けます。そのため、子どもの成長・発達を促すためには、
さまざまな影響を考慮しながら、子どもの可能性を信じて、
よりよいと考えられる対応を進めていくことが大切です。

　乳幼児健診は、発達神経学的に重要な乳児
期（４、７、10、12カ月）と幼児期（１歳
６カ月頃、３歳頃）に行うことがよいとされ
ています。町では集団健診として実施してお
り、対象のお子さんへ案内をしています。健
診の案内が届いたら、迷わず受けるようにし
ましょう。

①子どもの準備状況を見きわめて整える。

②子どもの意思と意欲を大切にし、楽しみや
　自発性を尊重する。

③褒めたり励ましたりすることで自尊心を高める。

④一貫性をもち、根気よく繰り返す。

⑤大人がモデルとなることと、子ども同士の
　かかわりを大切にする。

成長・発達を促す関わり方


